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【 事 の 発 端 】

y = x+
1

x
のグラフの解答を配布

• y軸を漸近線に持ち、

• (−1,−2), (1, 2)で極値、

• 単純な山型、谷型

【 解決に向けて 】

• TEXで数式混在文を書く

• 数式を入力してグラフを各方法を知らない

• TEXの描画はベジェ曲線

• 長尾先生が前研究会でベジェを話された

• 使ってみよう
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A(a1, a2), B((b1, b2), C(c1, c2), P (p1, p2)

2次のベジェ曲線の成分表示は

x= a1(1− t)2 + 2p1t(1− t) + b1t
2

y = a2(1− t)2 + 2p2t(1− t) + b2t
2

(0 5 t 5 1)

点A,B,C, Pの位置関係

a1 < c1 < b1

a1 < p1 < b1

c2 < b2 5 a2

p2 < b2 5 a2
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{
x= a1(1− t)2 + 2p1t(1− t) + b1t

2

y = a2(1− t)2 + 2p2t(1− t) + b2t
2

　
【補題】 u(t) = α(1− t)2 + 2βt(1− t) + γt2 (0 5 t 5 1)

x : α < β < γ 狭義単調増加関数
y : β < min {α, γ} 谷型

【証明】

• u ′(t) = −2α(1− t) + 2β(1− 2t) + 2γt

• u ′(0) = 2(β − α)

• u ′(1) = 2(γ − β)

• xは単調増加する。
• yは極小値をただ一つ持ち、谷型。
• このyの極小を与えるtのときの(x, y)が点C
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極小を与えるt0はPからA,Bへの高さの比に区間 [0, 1]を内分する
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ℓにはp2が残っている。a, b, cだけで書き換えたい。
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La,1 = a1 − c1

Lb,1 = b1 − c1
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点Pは、
点Cを原点とみた2点A,Bの位置ベクトルにより決まる



　　

【 反　省 】

• p2に関する3次方程式を解くのはきつい
• ふと数式処理ソフトで解かせてみようと思った
• 綺麗に因数分解できてラッキーにも解が求まった
• 3次方程式になるのは必然か？

y = (a2 + b2 − 2p2)t
2 − 2(a2 − b2)t+ a2

= (ℓa + ℓb)

(
t− ℓa

ℓa + ℓb

)2

+
a2b2 − p22
ℓa + ℓb

∴ c2 =
a2b2 − p22
ℓa + ℓb

(
t0 =

ℓa
ℓa + ℓb

)
∴ p22 − c2p2 − a2b2 + b2c2 + c2a2 = 0


